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県
内
で
は
、
昨
年
11
月
に
７
人
が
焼
け
跡
か
ら
発

見
さ
れ
た
小
野
町
で
の
火
災
を
は
じ
め
、
４
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
今
年
２
月
の
郡
山
市
で
の
火
災
な
ど
、

近
年
、
多
く
の
犠
牲
を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

町
消
防
団
や
女
性
消
防
隊
、
西
会
津
消
防
署
で
は
、

こ
う
し
た
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
一
年
間
を
通

し
て
、
広
報
活
動
や
一
般
家
庭
へ
の
防
火
診
断
と
い
っ

た
防
火
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む「
自

助
」
と
、
地
域
で
助
け
合
っ
て
取
り
組
む「
共
助
」
が

特
に
重
要
で
す
。
自
分
や
家
族
の
命
、
そ
し
て
財
産

を
守
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
な
ど
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
―
―

火
災
予
防
、し
て
ま
す
か
？

全
国
の
総
出
火
件
数
は
３
万
９
，３
７
３
件

出
火
原
因
の

第
１
位
は「
た
ば
こ
」、

第
２
位
は「
放
火
」

　

平
成
29
年
の
全
国
の
総
出
火
件

数
は
３
万
９
，
３
７
３
件
で
し

た
。
こ
れ
を
出
火
原
因
別
に
見
る

と
第
１
位
が「
た
ば
こ
」、
第
２
位

が「
放
火
」、
続
い
て「
こ
ん
ろ
」、

「
た
き
火
」、「
放
火
の
疑
い
」
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
放

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

７
割
以
上
が
高
齢
者

　

住
宅
火
災
は
、
平
成
29
年
は
全

国
で
１
万
１
，
４
０
８
件
発
生

し
、
死
者
数
は
８
８
９
人
に
上
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
６
４
６
人

（
72
・
７
㌫
）
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
あ
り
、
死
者
数
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
原
因
を
見
て
み
る
と
、
第

１
位
が「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
続
い

て「
着
衣
着
火
」、「
出
火
後
再
侵

入
」、「
そ
の
他
」
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
中
で
も「
逃
げ
遅
れ
」
は

４
５
１
人（
50
・
７
㌫
）
と
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
」
と「
放
火
の
疑
い
」
を
合
わ

せ
る
と「
た
ば
こ
」
よ
り
も
件
数

が
多
く
な
り
ま
す
。

たばこたばこ
3,712件（9.4㌫）3,712件（9.4㌫）

放火放火
3,528件（9.0㌫）3,528件（9.0㌫）

こんろこんろ
3,032件（7.7㌫）3,032件（7.7㌫）

たき火たき火
2,857件（7.3㌫）2,857件（7.3㌫）

放火の疑い放火の疑い
2,305件（5.9㌫）2,305件（5.9㌫）

火入れ火入れ
1,772件（4.5㌫）1,772件（4.5㌫）

電灯電話等の配線電灯電話等の配線
1,453件（3.7㌫）1,453件（3.7㌫）

1,000人1,000人
914人914人

■■住宅火災における死者数の推移住宅火災における死者数の推移
（放火自殺者等を除く）（放火自殺者等を除く）

■■出火原因全火災39,373件の内訳出火原因全火災39,373件の内訳

66.8㌫66.8㌫
※高齢者（65歳以上）死者数の割合※高齢者（65歳以上）死者数の割合

69.9㌫69.9㌫ 72.7㌫72.7㌫

885人885人 889人889人900人900人

800人800人

700人700人

600人600人

500人500人
平成27年平成27年 平成28年平成28年 平成29年平成29年

その他の原因その他の原因
15,909件（40.3㌫）15,909件（40.3㌫）

不明・調査中不明・調査中
4,805件（12.2㌫）4,805件（12.2㌫）

出出火火原因原因
39,37339,373件件

　毎年、火災が発生しやすい春と秋に全国火災予防運

動を実施し、地域の防火意識の高揚を図っています。

＜火災予防運動期間＞
　春季　３月１日～７日

　秋季　１１月９日～１５日

＜取り組み内容＞
　火災予防パレードや防災行政無線による放送、一般

家庭防火診断を行っています。死者の発生した住宅火

災の主な原因は、「たばこ」、「ストーブ」、「こんろ」です。

これらの火災を起こさないために、全国火災予防運

動では次の「住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント」

で重点的に広報活動を行っています。

▶▶▶　　３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる
② ストーブは燃えやすい物から離れた位置で使用する
③ガスこんろ等のそばを離れるときは必ず火を消す
▶▶▶▶　４つの対策
①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
② 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため、
防炎品を使用する

③ 火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器等を設
置する

④ お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の
協力体制を構築する

特集  火災予防、してますか？

写真＝写真＝１月１月2277日日に奥川に奥川・・金蔵寺で行った文化財防火デー合同消防訓練から金蔵寺で行った文化財防火デー合同消防訓練から
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特集  火災予防、してますか？

警
報
が
鳴
っ
た
ら
…

〈
火
災
の
と
き
〉

　

大
声
で
周
り
に
火
災
を
知
ら

せ
、
安
全
な
場
所
で
１
１
９
番
通

報
を
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら
消

火
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
、
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
火
災
で
は
な
い
と
き
〉

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池

が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
や
故
障

の
際
に
音
や
光
で
知
ら
せ
て
く
れ

効
果
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
火
災
発
生
時
の
死

亡
リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
住
宅
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
火
災

の
損
害
を
減
ら
す
た
め
に
有
効
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

死
傷
者
数
が
減
少

　

消
防
庁
で
は
、
平
成
27
年
か
ら

平
成
29
年
ま
で
の
３
年
間
に
お
け

る
住
宅
火
災
の
う
ち
、
原
因
が

「
放
火
」
ま
た
は「
放
火
の
疑
い
」

を
除
く
も
の
に
つ
い
て
、
火
災
報

告
を
基
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

機
器
で
す
が
、
適
切
な
場
所
に
設

置
し
な
い
と
火
災
の
発
見
が
遅
れ

た
り
、
安
全
に
避
難
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
条
例
で
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所

に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

条
例
で
定
め
ら
れ
た

設
置
場
所

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
火
災
予
防
条
例
で
は
、
次
の
場

所
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

①
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部
屋

②
２
階
建
て
住
宅
の
階
段
の
上
部

（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

※
台
所
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
の

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
気
を
使
用
す
る
た
め
設
置
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

◎
条
例
に
適
合
し
た
設
置
率

　

全　

国

66
・
５
㌫

　

福
島
県

55
・
７
㌫

喜
多
方
消
防
本
部
管
内
45
・
０
㌫

（
平
成
30
年
６
月
１
日
時
点
）

る
機
種
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
以
外
の
湯
気
や
煙

な
ど
を
感
知
し
て
警
報
が
鳴
っ

た
時
は「
警
報
停
止
ボ
タ
ン
を
押

す
」「
ひ
も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
ひ
も
を
引
く
」
も
し

く
は「
室
内
の
換
気
を
す
る
」
と

警
報
音
が
止
ま
り
通
常
の
状
態
に

戻
り
ま
す
。

〈
奏
功
事
例
〉

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動
し

た
こ
と
で
、「
早
期
に
火
災
を
発

見
し
、
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

設
置
し
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

た
」
ま
た
は「
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
奏
功

事
例
が
毎
年
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
喜
多
方
消
防
本
部
管
内

で
も
、「
早
朝
、
住
宅
用
警
報
器

が
鳴
動
し
た
た
め
廊
下
に
出
る

と
、
煙
が
立
ち
込
め
て
い
た
。
火

事
だ
と
気
付
き
す
ぐ
に
玄
関
か
ら

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

う
奏
功
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

連
動
型
の

警
報
器
を
推
奨

　

連
動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
れ
ば
、
警
報
器
が
火
災
に

よ
る
煙
・
熱
を
感
知
し
た
場
合
に

住
宅
内
の
す
べ
て
の
警
報
器
が
鳴

動
す
る
た
め
、
住
宅
の
ど
こ
に
い

て
も
逃
げ
遅
れ
等
を
防
ぐ
こ
と
が

出
来
ま
す
。

交
換
・
点
検
時
期

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
寿

命
は
約
10
年
で
す
。
こ
れ
は
電
池

の
交
換
で
は
な
く
、
本
体
内
部
の

電
子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検
は
毎
年

２
回
以
上
行
い
、
正
し
く
動
作
す

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

共
同
で
購
入
す
る

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
共
同
購

入
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

や
自
治
区
な
ど
で
取
り
ま
と
め
、

共
同
購
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
共
同
購
入
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
購
入
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
る

②
高
齢
者
世
帯
へ
の
取
り
付
け
支

援
な
ど
、
購
入
後
の
設
置
も
近

所
同
士
で
協
力
で
き
る

③
同
じ
警
報
音
を
発
す
る
警
報
器

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
の

際
に
近
所
の
人
が
気
付
き
や
す

く
な
る

④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
近
所
同
士
で

協
力
で
き
る

⑤
交
換
時
期
が
近
所
同
士
で
同
時

期
に
な
る
た
め
、
交
換
も
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る

⑥
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
、

価
格
交
渉
次
第
で
安
く
な
る

⑦
共
同
で
購
入
す
れ
ば
、
悪
質
販

売
の
被
害
も
防
止
で
き
る

　死者数、焼損床面積、損

害額を見ると、住宅用火災

警報器を設置している場合

は、設置していない場合と

比べ、死者の発生は４割減、

焼損床面積と損害額はおお

むね半減となっています。

住宅火災 100件
当たりの死者数

INTERVIEW

喜多方地方広域市町村圏組合

西会津消防署

田代  治
なお

弘
ひろ

署長

火災１件当たりの
損害額

火災１件当たりの
焼損床面積

12人12人 11.4人

315.8万円

60.3平米60.3平米
400万円400万円60平米60平米

9人9人

300万円300万円45平米45平米

6人6人

200万円200万円30平米30平米

3人3人

100万円100万円15平米15平米

0人0人
設置なし設置なし

設置なし設置なし設置なし設置なし

ありあり

ありありありあり
0万円0万円0平米0平米

6.5人6.5人

167.4万円167.4万円

0.53倍倍

0.57倍倍

0.47倍倍

29.1平米29.1平米

人人人人人人人人人4人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

万万万万円円8万8万万8万万万万万万万万万万万万万万8万万万万万万万万円円円円円円

近

火災はいつ、どのような原因で
発生するか分かりません。
「住宅用火災警報器」で備えましょう。

年の災害状況を顧みますと、147 棟が焼損した新
潟県糸魚川市の大火災や、昨年６～７月にかけて西
日本を中心に広い範囲で発生した集中豪雨など、全

国各地で甚大な災害が発生しています。
　町内では、幸いにも大規模な災害は発生していませんが、
自然災害の猛威を再認識したところであり、あらためて災害
対応力の向上を図る重要性を強く感じています。
　町内では昨年３件の火災が発生しました。しかし、住宅火災
は発生しておらず、また、火災による死傷者も平成23年２月
から８年間「ゼロ」であり、尊い命が失われることなく安堵し
ているところです。これもひとえに町民の皆さんの防火意識の
高揚のたまものであり、今後もご協力をお願いします。
　しかし、火災はいつ、どのような原因で発生するか分かり
ません。特に就寝中は火災の発生に気付くのが遅れがちです
ので、火災を早期に発見し、命を守るためには「住宅用火災
警報器」の設置が重要な鍵を握っています。
　寒さが峠を越え、これから火の取り扱いに対する注意が緩
みがちになります。西会津消防署では、町民の皆さんの安心・
安全な暮らしを守るため、署員一同、心を一つに取り組んで
いきますので、皆さんも「火の用心」をお願いします。

住宅用火災警報器の点検
（写真提供：西会津消防署）
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自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
るる！！

INTERVIEW INTERVIEW

　西会津町消防団　第３分団

佐藤  健
けん

吾
ご

団員

　西会津町消防団

長谷川  克
かつ

美
み

団長

学 私

本気で取り組んだ練習が地域を守ることに
つながると気付き、意識が変わった

大変な部分がある反面、地域の人と親睦を
深めることができる交流の場でもあります

生のころから地域の行事によく参加していたので、先輩団
員に声を掛けられ、就職してすぐ消防団に入団しました。
正直なところ、当初は活動に対する意欲が高い方ではなかっ

が入団したのは昭和 47 年、高校を卒業した２年後でした。
仕事から帰ると玄関に消防ハッピが置いてあり、それが「次
はお前の番だ」という合図でした。昔は「消防団に入らな

たのですが、消防操法大会に参加したことで意識が変わりました。
大会に向けた練習はスポーツのようで新鮮でしたし、やるからには
勝ちたいと思い、いつの間にか本気で取り組んでいました。しかし、
意識を変えたのは大会出場ではありません。「本気で取り組んだ練習
が地域を守ることにつながる」と気付いたことが私にとって大きな
収穫でした。消防団は「地域のヒーロー」です。声を掛けられたら、
断る理由を探すのではなく、まずは一度入団してみてください。声
を掛けられたということは、必要な人材だということなんですから。

いと一人前ではない」という風潮があり、希望者も多かったので、
入団したからには地域の安心・安全をしっかり守らなければと強く
思ったのを覚えています。
　消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えの下、
火災・災害時の出動や有事に備えた訓練といった大変な部分がある
反面、地域の人と親睦を深めることができる交流の場でもありま
す。ここで築いた絆は、消防団活動以外の場面でも生かせる自分の
財産となります。若い人にはぜひ入団してほしいですね。

西
会
津
町
消
防
団

　

町
消
防
団
は
、
昭
和
29
年
７
月

１
日
の
町
政
施
行
と
と
も
に
町
内

５
地
区
の
各
消
防
団
が
統
合
し
て

発
足
し
、
今
年
で
結
成
65
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
火
災
や
水

害
等
に
対
処
す
る
た
め
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
多

く
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
少
子
高
齢
化

や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
団

員
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、東
日
本
大
震
災
や
、

記
憶
に
新
し
い
平
成
30
年
西
日
本

豪
雨
へ
の
対
応
な
ど
、
消
防
団
活

動
は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
存

在
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

　

消
防
団
員
の
活
動
は
、
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
予
防
消
防
活
動
を
は
じ
め
、

有
事
の
際
に
備
え
た
模
擬
火
災
訓

練
や
総
合
防
災
訓
練
、
消
防
用
資

機
材
等
の
点
検
、
ま
た
、
捜
索
活

動
や
地
区
で
実
施
す
る
消
火
訓
練

の
指
導
な
ど
も
行
う
ほ
か
、
災
害

発
生
時
に
は
、
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
や
災
害
か
ら
人
命
・
住
家

等
の
財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
て
活
動
し

特集  火災予防、してますか？

て
い
ま
す
。

〈
消
防
行
事
〉

　

消
防
団
で
は
、
１
年
間
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
春
季
・
秋
季
消
防
検
閲

◎
総
合
防
災
訓
練

◎
消
防
出
初
式

◎
火
災
予
防
活
動（
夜
警
等
）

※
こ
の
ほ
か
、
火
災
や
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
消
防
操
法
訓
練
や

水
防
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。平成 29年度の福島県消防協会

喜多方支部消防操法大会から

消
防
団
員
を
募
集

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

し
て
い
ま
すす！！

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　

消
防
団
員
は
、
町
内
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
誰
で

も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
内
５
地
区（
野
沢
・
尾
野
本
・
群

岡
・
新
郷
・
奥
川
）
の
分
団
に
所

属
し
、
ハ
ッ
ピ
や
活
動
服
等
の
被

服
は
町
か
ら
貸
与
し
ま
す
。
火
災

や
災
害
が
発
生
し
た
際
に
敏
活
適

正
な
行
動
を
取
る
た
め
、
分
団
長

や
部
長
、
班
長
と
い
っ
た
階
級
を

決
め
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
消
防
団
員
の
報
酬
と
手
当
等
〉

　

消
防
団
員
に
は
条
例
で
定
め
ら

れ
た
報
酬
が
支
給
さ
れ
、
５
年
以

上
団
員
と
し
て
活
動
し
た
場
合
に

は
退
職
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
な
ど
に
出
動
す
る

と
出
動
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
消
防
団
活
動
は
公
務
災
害
補

償
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

災
害
時
な
ど
の
活
動
中
に
受
け
た

損
害
は
補
償
さ
れ
ま
す
。

女
性
消
防
隊
と

消
防
支
援
隊
も
募
集
中！

　

消
防
団
の
ほ
か
、
火
災
予
防
や

応
急
手
当
、
炊
き
出
し
等
を
行
う

「
女
性
消
防
隊
」
と
、
初
期
消
火

活
動
や
消
防
団
・
消
防
署
の
後
方

支
援
を
行
う「
消
防
支
援
隊
」
で

も
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
と
連
携
し
な
が
ら
、
仲

間
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課
町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

昔
は
、
お
父
さ
ん
や
隣
り
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
地
域
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
自
分
た
ち

が
家
族
や
地
域
を
守
る
番
で
す
。
消
防
団
は
、
一
人
で
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
先
輩
や
後
輩
、

仲
間
が
い
ま
す
。
消
防
活
動
を
通
し
て
地
域
の
輪
が
広
が
り
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
入
団
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の
消
防

団
員
か
町
役
場
町
民
税
務
課
ま
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
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